
 託送供給等に係る収入の見通しの変更承認申請について

2023年9月29日
北陸電力送配電株式会社

　当社は、本日、託送供給等に係る収入の見通しの変更承認申請を経済産業大臣に行

いましたので、お知らせいたします。

　

　当社は、2022年12月に経済産業大臣から第１規制期間（2023年度～2027年度）の託送供

給等に係る収入の見通しについて、５年合計7,362億円の承認を受け、2023年４月から新

たな託送供給等約款を適用しております。

　2024年度から新たに発電側課金
※
が導入されることに伴い、従来、需要側料金として小

売電気事業者に全額負担いただいていた託送料金の一部を、発電側料金として発電事業

者に負担いただくこととなるため、託送料金の改定が必要となります。

　この改定にあわせて、現行の収入の見通しについて、承認以降の実績確定やエネル

ギー政策の変更により、現行の収入の見通しとの乖離が発生している状況であることか

ら、乖離額について調整させていただくこととし、電気事業法第17条の２第４項に基づ

き、本日、経済産業大臣に収入の見通しの変更承認申請を行いました。

　これにより、第１規制期間の託送供給等に係る収入の見通しは、44億円増加し、

7,406億円となります。

　本日申請した収入の見通しは、今後、国による審査を経て、経済産業大臣の承認を

もって決定されます。

　また、託送供給等約款の申請および認可は、収入の見通しの承認後となります。

　当社としましては、より一層の経営効率化に取り組むとともに、電力の安定供給に努

めてまいります。

以　上

別　紙：託送供給等に係る収入の見通しの変更承認申請の概要

　　　　※事業計画および事業計画変更箇所説明書は下記よりご覧ください。

　　　　　https://www.rikuden.co.jp/nw_hoshin/index.html

※発電側課金

　託送料金の一部を、発電側料金として発電事業者が負担する制度。制度導入前は、需要側料金

　として小売電気事業者が全額負担。
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